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これからお話すること

1.農薬の安全性確保の仕組み

2.農薬適正使用の取組

3.環境保全型農業の推進
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農薬とは？

＜農薬取締法における定義＞

•農作物を害する菌、線虫、だに、昆虫、ねず
み、草その他の動植物又はウイルスの防除
に用いられる殺菌剤、殺虫剤その他の薬剤
及び農作物等の生理機能の増進又は抑制に
用いられる成長促進剤、発芽抑制剤その他
の薬剤をいう。

• この防除のために使用される天敵は農薬と
みなす。
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農薬とは？

病害虫の防除に
用いる薬剤

成長調整の薬剤
病害虫防除に
利用する天敵

殺虫剤

殺菌剤

除草剤

誘引剤

交信かく乱剤

など

発根促進剤

着果促進剤

無種子果剤

など

寄生バチ

テントウムシ

カブリダニ類

昆虫ウイルス

など

農作物等に使用
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どうして農薬を使うの？

病害虫・雑草等の害から農作物を保護し、農
作物の安定的な生産、品質を確保するため

農作物の保護が必要となる理由

•品種改良
農作物は人類の嗜好や目的に合うように特定の

形質だけを発達させてきた人為的な植物。

•単純生態系
田畑では、品種改良された植物を経済的に見合う

ように集団的に栽培。
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農薬を使わなかったらどうなる？

作 物 減収率（％）
最大 最小 平均

出荷金額の
平均減益率

（％）

水稲 100 0 24 30
小麦 56 18 36 66
カキ 93 48 75 78
モモ 100 37 70 80
キャベツ 100 10 67 69
レタス 82 69 77 84
キュウリ 88 11 61 60
トマト 93 14 36 37
ダイコン 100 4 39 60

6日植防編（H20）病害虫と雑草による農作物の損失より

実証試験に基づく病害虫等による減収・減益



アオムシに食害されたキャベツ
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アオムシの幼虫



１ 農薬の安全性確保の仕組み

＜農薬取締法＞

•農薬には「登録制度」があります。

•原則として国（農林水産省）に登録されたもの
だけが製造、輸入、販売されます。

•農薬は使用基準が定められ、使用者は使用
基準の遵守が義務付けられています。
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農薬の安全性確保と適正使用の推進



図 農薬登録のしくみ（農林水産省HP） 9



農薬登録に求められる試験

•薬効・薬害試験

•毒性試験（急性毒性、亜急性毒性、長期毒
性、変異原性、催奇形性、繁殖毒性etc.）

•生体内等代謝（動態）残留試験

•環境中における動態及び土壌への残留試験

•水産・有用生物影響試験

新たな農薬の開発には、およそ10年の歳月と数十
億円にのぼる経費を必要とするといわれている。
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農薬の使用基準

適用作物 適用農作物等の範囲に含まれない食用
農作物等に使用しないこと

使用時期 使用時期以外の時期に使用しないこと

使用回数 定められた回数を超えて使用しないこと

使用量又は
希釈倍数

定められた量より多く使用しないこと
定められた希釈倍数より濃くしないこと
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使用者が守るべき基準
（罰則を伴う基準）



農薬取締法に基づき農薬の安全性を確保
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回収命令

農薬の使用基準の遵守

無登録農薬の使用禁止

農薬取締法の規制（生産工程の全てをカバー）

食品衛生法



２ 農薬適正使用の取組

（１）農薬適正使用の指導

（２）農薬危害防止運動の実施

（３）病害虫発生予察情報の提供

（４）GAP（農業生産工程管理）の推進
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(1)農薬適正使用の指導

農業技術センターでは、農業者等農薬使
用者に対し、農薬の適正使用の指導を直接
行っています。
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(2)農薬危害防止運動の実施

農薬の使用が多い
6～8月を農薬危害防
止運動期間として、各
種広報や講習会による
啓発活動を実施してい
ます。

◆期間中の講習会受講者

のべ2,503名（H30)

令和元年度の啓発ポスター 15



(3)病害虫発生予察情報の提供

•農薬の使用を抑えるためには、病害虫の発
生状況を見極めた防除が重要です。

•県では、①現在の病害虫の発生状況、②作
物の生育状況、③病害虫の発生に大きな影
響を与える気象を調査・データ解析し、今後
の病害虫の発生を予測し、発生予察情報とし
て発表しています。
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(4) GAPの推進

• GAP（農業生産工程管理）とは

農業において、食品安全、環境保全、労働安
全等の持続可能性を確保するための生産工程
管理の取組のことです。

•食品安全に関する取組内容

農薬の適正使用と保管、収穫した農作物の保
管方法など、食品の安全を保つためのルール
作りを行い、実施。
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神奈川県ＧＡＰチェックシート（抜粋）
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平成29年度農薬の使用状況調査の結果
（農林水産省HPより）

調査農家数 477戸

農薬の総使用回数 5,236回

不適正使用のあった農家数 0戸 (0%)
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４ 環境保全型農業の推進

（１）環境保全型農業とは

（２）エコファーマー

（３）事例紹介
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（１）環境保全型農業とは

農業の持つ物質循環機能を生かし、生産
性との調和に留意しつつ、土づくり等を通
じて化学合成農薬や化学肥料の使用等
による 環境への負荷の軽減と、より安全
な農産物生産に配慮した持続的な農業
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（神奈川県環境保全型農業推進基本方針より）



①

②

③

→ 病害虫の発生を経済的被害が生じるレベル以下にする
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(２)エコファーマー
• 「持続性の高い農業生産方式の導入の促進に
関する法律」に基づいて環境にやさしい農業に取
り組む計画を作成し、知事の認定を受けた農業
者・法人。

• 環境に優しい農業とは…
たい肥を使用して、土を豊かにしたり、化学合成
農薬や化学肥料の使用を減らしたりして、環境へ
の負荷を軽減した農業です。

• 認定数 267人（平成31年３月末現在）
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（３）事例紹介

• ナシ

• カンキツ

• イチゴ

•有機農業
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ナシ畑で交信かく乱剤による害虫防除

交信かく乱剤

シンクイムシの被害

シンクイムシの幼虫
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タイベックシート

カンキツ畑にタイベックシートを敷いて害虫・
雑草を防除



イチゴハウスでの天敵による害虫防除

28

ハダニの天
敵を放飼

アブラムシの天
敵を温存するた

めのムギ

天敵に寄生され
たアブラムシ

ハダニの天敵
が入ったパック



有機農業の取組
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赤色防虫ネットによるアブラムシ対策 リビングマルチによる抑草対策
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お疲れ様でした


